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TC10会議では硫化腐食問題に関する状況と検討結果の報告がされ、International Council on Large 
Electric System（国際大電力システム会議、以下、CIGRE）では硫化腐食のメカニズム、診断方
法、抑制方法とリスクアセスメントのガイドラインを作成すべく、国際大電力システム会議

















































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 以上示した通り、本論文は、電力用油入変圧器において新しいタイプの硫化腐食による変圧器の不具
合を引き起こしてい絶縁紙上における硫化銅析出メカニズムを解明し，これを展開して，既設の油入変
圧器における硫化腐食に対して，酸素の有無や酸化防止剤の影響および硫化銅副生成物の発生などを明
らかにしており、学術的な価値を有している。さらに、解明した硫化腐食メカニズムに基づいて新たな
診断手法および硫化腐食抑制法を提案し，変圧器のメンテナンスフローを構築しており、産業応用面か
らも高い価値を有し、博士学位論文として十分であると判定された。 
 また、審査会および公聴会において，変圧器のメインテナンスフロー時の酸素の有無の影響，硫化腐
食抑制剤減少時の役割・抑制効果持続時間，現状の変圧器油に混入している硫化腐食の主原因となる
DBDS の量、硫化銅が付着する場所など（IEC 試験法は過熱のみを与えるが電気的作用の硫化腐食に与
える影響，過熱試験後の硫化銅の付着の分析・定量評価など）について多くの質問がなされたが、いず
れも適切な回答がなされ、質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本論
文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
  
